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イギリスの教育の動き
-2003年６月から2004年５月まで－

２００３年６月２日（月）教育水準局OfStedは政府の「都市における卓越性」と「教

育改善特別活動地域」という貧困地域の教育改善を目指す政府のイニシアチブが多く

の積極的な効果を収めているという報告書を発表した。／アシュトン・シュアスター

ト担当副大臣はシュアスタート計画が多くの親たちから支持を受けていると述べた。

３日（火）ホッジ高等教育担当副大臣は研究学位を授与しない高等教育機関も大学

の名称を帯びることができるなどの修正を含む高等教育の改革の計画を発表した。

５日（木）ルイス技能・職業教育担当政務次官は低所得階層の若者たちがボランティ

ア活動に積極的に参加できるように主要な団体･機関に向けてヤング･ボランティア・

チャレンジへの協力を呼びかけた。／ミリバンド学校水準担当副大臣はシティー・テ

クノロジー・カレッジから初めてシティー・アカデミーに変わったジャノグリー技術

カレッジを訪問した。６日（金）ミリバンドは未来のための学校の建設という新構

想のため２１世紀にふさわしい学校のデザインに取り組む１１のデザイン・チームを

任命したと発表した。９日（月）アシュトンは１９個所の地方教育当局ＬＥＡにおい

てキー・ステージ２における外国語教育の先導的なプロジェクトを開始すると発表し

た。１０日（火）OfStedは教育事業が１４～１６歳の成績不振で不満を抱いているよ

うな生徒たちのニーズにこたえるカリキュラムを必ずしも提供していないと結論する

報告書を発表した。／教育技能省ＤｆＥＳと学習技能審議会ＬＳＣは継続教育における雑

用を根絶するための方策を開発するグループを任命した。１１日（水）トウイッグ

青年・学習担当政務次官は一流企業とロンドンの学校が教育の改善のために協力する

ロンドン・ビジネス・チャレンジの構想を発表した。１３日（金）ジョンソンがホ

ッジに代わって、生涯学習・継続・高等教育担当副大臣に任命された。クラーク教育

技能大臣は首相によるホッジの新設の児童担当副大臣への任命を歓迎した。１５日

（日）ミリバンドは学校支援スタッフの訓練と資格の増進のための８項目の提案を示

した。１６日（月）OfStedは若者にもっとスポーツの機会を与えることを示唆する

報告書を発表した。１７日（火）政府と組合の協定の締結によって学校スタッフの

契約および法的な条件の変化が９月から実施されるによりイングランドの校長､教員、

支援スタッフおよび生徒の生活は改善されるだろうとミリバンドは述べた。／保育関

係の仕事で働く人々 を増やすことによって、親たちの良質の保育へのアクセスを改
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善しようとする先導的プロジェクトがスミス勤労・年金大臣とアシュトンによって発

表された。１９日（木）クラークとページ米教育長官の会談の結果、英米の学校間

の協力関係強化が推進されることになったと発表された。／ミリバンドは独立学校と

公的学校によるパートナーシップの第６次の募集により採用された４７件のプロジェ

クトを発表した。２０日（金）クラークは教員養成機構（TTA）の新しい議長にク

ライヴ・ブース教授を任命すると発表した。／OfStedは教員養成の改善の結果、新た

に資格を得た教師たちはかつてないほど良質の養成を経ていると示唆する２編の報

告書を発表した。ミリバンドはこれらの報告書が政府の教職の質と地位を改善する取

り組みが効果を収めている証拠であると述べた。２３日（月）クラークは教育省の

新たな任務分担を発表した。ミリバンドが学校水準担当副大臣、トウイッグが学校担

当政務次官、ホッジが児童・青年担当副大臣、アシュトンがシュアスタート担当政務

次官、ジョンソンが生涯学習・高等教育担当副大臣、ルイスが技能・職業教育担当政

務次官となった。／クラークは世界最大のソフトウェア産業の一つであるオラクルが

教育省、スペシャリスト・スクール・トラストとスペシャリスト・スクールにおける

ICT教育を推進するための協力関係を結んだことを歓迎した。／クラークとホッジは

幼児教育を推進する３２箇所のシュアスタート児童センターを指定した。２４日（火）

OfStedは登録された保育提供者についての統計を発表した。２６日（木）ミリバン

ドは２００５年から１５年間のうちに学校設備を改善するため２月に発表された協議文

書『未来のための学校を建設する』に寄せられた意見の大多数が施策を指示するもの

であったと発表した。２７日（金）OfStedは過去５年間のうちに校長のリーダーシ

ップが大半の学校で改善されたという報告書を発表した。／ホッジは地方当局による

保護を受けている子どもたちのニーズがより優先されるべきであると要求した。

７月１日（火）ミリバンドは９月からスペシャリスト・スクールとなる２４５校の中

等学校を発表した。スペシャリスト・スクールの合計は1,454校となり維持中等学

校に学ぶ生徒の４６％が在籍することとなった。また新たに周辺校との協力により教

育の革新に貢献するリーディング・エッジ学校が指定された。／トウイッグは国内の

学校で危機に置かれているエスニック・マイノリテイー集団であるジプシーの子ども

たちに対し学校がよりよい支援を行うためのガイダンスの作成に着手した。２日

（水）クラークはDfESの開設しているティーチャーネットがインターネット・オスカ

ーとして知られるニュー・メディア時代ＮＭＡの表彰を受けたと発表した。／ルイス

は常習性の無断欠席生徒の親に対する告発手続の迅速化が出席状況の改善に役立って
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いるとのＬＥＡからの報告を明らかにした。／クラークは全国の労働組合による学習プ

ロジェクトの成功が政府の技能戦略において重要な役割を演じるであろうと述べた。

/OfStedは多くの学校が市民性の効果的な計画と実施のためにさらに努力する必要が

あるとの報告書を発表した。８日（火）クラークは１０月に就任する資格カリキュ

ラム機構ＱＣＡの８人の新しい評議員を発表した。前首席勅任視学官のトムリンソン

が含まれている。／ブレア首相夫妻は継続教育カレッジ関係者を官邸でのレセプショ

ンに招いてその労をねぎらい，この部門における政府の政策の前進を歓迎した。／ク

ラークは初等から成人教育にいたるあらゆる場面で最新の技術を使った学習の革命

が起きているという政府の見通しを述べた。／クラークは学校における支援スタッフ

の導入によって教師が雑用から改善されれば子ども一人一人に応じた学習の可能性が

開けると述べた。９日（水）クラークは技能戦略白書『２１世紀の技能－我々の可

能性を実現する：個人、雇用主、国民』を発表した。必要に応じて無償になる成人の

学習や学習補助金、モダン・アプレンティスシップの強化、政府と労使・訓練団体の

協力関係などが盛り込まれている。１０日（木）ミリバンドは１４～１９歳の学習に

おける選択を改善するための先導的施行に取り組むことを発表した。／クラークは高

等教育白書に対する下院教育特別委員会の報告書を歓迎した。１１日（金）クラー

クは学校教員調査委員会STRBへの政府の証言を公表し、教員給与改善の次の段階に

ついて説明した。／OfStedは親が保育の提供者についての情報を容易に得られるよう

にするための計画を導入した。／OfStedは男子の成績は伝統的な「３つのＲ｣に「敬意

｣respectという４番目のＲを補って教えられた際に向上するという報告書を発表し

た。ミリバンドはOfStedのこの報告書を歓迎し、若い男性の間に見られる学校での

勉強を軽視しがちな文化を打破できると強調した。／ホッジは十代の妊娠をめぐる独

立の作業集団が政府の取り組みの前進を強調したことを歓迎した。１４日（月）１４

～１９歳の教育をめぐる最初の地域を対象とした視察がOfStedと成人学習視学団ＡＬＩ

によってサンドウェルで行われ、教育の貧弱な状態を明らかにしたため、学習技能

審議会ＬＳＣとサンドウェルのＬＥＡは改善のための戦略を開発・実施することになっ

た。１６日（水）ジョンソンは新しい高等教育補助金とパートタイムの学生たちの

ための支援策の詳細を発表した。１７日（木）クラークは学校財政制度の安定性と

信用の回復を目的とする政府の計画の第１段階として、今後２年間にわたる財政の

大綱を発表した。２１日（月）ＤｆＥＳはブラック・カリビアンの少年たちの教育に専

門的に取り組み、学校での成績向上を助けるアカデミック・チューターがロンドンの

学校で働くようになるという先導的な計画を発表した。２２日（火）OfStedは早期
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教育をめぐる議論を推進するためイングランド、デンマーク、フィンランド３カ国

の６歳児の教育を比較する報告書を発表した。／LEAによる生徒の出席改善の努力は

１６歳以後も勉学を続けようとする生徒の数に肯定的な影響を及ぼしているとOfSted

の報告書が結論した。２３日（水）ロンドンに住む８歳から１５歳までの特別な才

能に恵まれた子どもたちが舞台、映画、テレビの一流の専門家たちと夏を一緒に過ご

すという計画がトウイッグにより発表された。／OfSted、会計検査委員会、社会事業

視察団による政府の児童基金に対する視察報告書が発表され、地方の非行や病気を予

防する事業の組織の模範であると評価された。／クラークと地方政府連合ＬＧＡのビ

ーチヤム議長は子どもと青年のためによりよい教育的な結果を達成する協力関係をめ

ぐる歴史的な協定に署名した。２５日（金）大蔵省とＤｆＥＳは子育て基金Parenting

Fundに２５００万ポンドを支出するという提案をめぐる協議文書を発表した。２８日

（月）政府は下院教育特別委員会による『高等教育の未来』白書および「高等教育に

おける機会の拡大の協議についての報告書に回答し、クラークは白書の基本路線を推

進するとのべた。３１日（木）ホッジは子どもと青年が任意制の団体を通じて政策

協議の場で発言できるよう援助する５０万ポンドの新しい補助金を発表した。

８月１日（金）トウイッグはＧＣＳＥ試験の結果から外国語の学習をさらに進める必要

を強調した。４日（月）ミリバンドは人気があり成功を収めている学校は、親が望

めば定員を増加できるように支援すると発表した。７日（木）DfESは「未来のため

の教授環境」という新しい計画の下で教室と職員室の設計・建設を推進するプロジェ

クトのため１０００万ポンドの補助金を設けることを発表した。１２日（火）フルタイ

ムの継続教育を受けようとする低所得の若い成人に週３０ポンドの手当を支給する成

人学習補助金の先導的な試行が秋から開始されることが発表された。１４日（木）ミ

リバンドはＡレベル試験の好成績をめぐり生徒と教師の努力を称えた。１９日（火）

ミリバンドは７歳、１１歳、１４歳におけるテストの成績が向上しつづけることについ

て世界的なレベルの結果が維持されたと祝賀する談話を発表した。２１日（木）クラ

ークはこの日発表されたＧＣＳＥおよびＧＮＶＱ試験の結果が良好であったことについ

て、生徒と教師たちの努力を賞賛する発表を行った。２２日（金）ベルはOfStedに

よる最初の幼児教育の全国的な概観をまとめた報告書の内容をめぐり記者会見を行っ

た。２７日（水）OfStedは特別の医療上のニーズをもつ生徒たちの努力を助けると

の報告書を発表した。２８日（木）OfStedは新しいＧＣＳＥが順調に出発したが、勤労

に関連する要素に対し強調を置く必要が依然としてあると指摘した。／ミリバンドは
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継続的な効果が認められなかったとして、全国学校達成表彰計画を止めることを発表

した。２９日（金）OfStedによる２つの報告書が学校における芸術教科の教育を通

じて児童生徒の創造性が伸ばされていると示唆した。

９月３日（木）大学卒業者教員養成登録所の公表した数値によると９月からＰＧＣＥコ

ースに入学した大学卒業者の数は前年度より３０００人増え、特に数学においては３５

％の増加を示した。／ルイスはいじめと取り組み、問題行動や無断欠席の減少を図る

ための方策を明らかにした。８日（火）子どもを無視や虐待から守り、その発達を

促進するための施策を提言する緑書『あらゆる子どもが大事だ」EveIyChildMatters
がクラーク、ボーテン大蔵副大臣、ホッジによって発表された。／トウイッグはイー

リングにできた新しい種類の中等学校であるウェスト・ロンドン・アカデミーの開校

式に出席した。９日（水）クラークはグラマー・スクールが残っているケントの中

等学校入学をめぐる調整案を発表した。１２日（土）首席勅任視学官は２０００年の

調査権規制法の下で監視技術の使用を規制しプライヴァシーの不必要な侵害から公衆

を守る権限をもつ当局に加えられることになった。１５日（火）トウイッグはロン

ドンの学校生徒の半数以上がエスニック・マイノリティー出身であるのに、学校の理

事の２３％しか占めていないことを指摘して、もっと多くのマイノリテイーが理事に

なる必要があると述べた。／OfStedは持続的な開発のための教育が学校によってもっ

と真剣に取り組まれるべきだという報告書を発表した。１７日（木）クラークとダ

ーリン交通相は交通渋滞の解決のための通学方法の改善を目指す「通学：行動計画」

を発表した。／ルイスはこの日発表された2002/０３年度の生徒の欠席に関する統計

が問題の前進を示しているとしながらも、無断欠席の克服には学校と親の毎日の取り

組みが重要であると強調した。２２日（火）OfStedとALIは１４～１９歳の教育をめ

ぐる地域的な視察の大綱を発表した。２３日（水）クラークは「持続的な開発」の

会議で演説し、学校、カレッジ、大学とDfESが環境と社会により大きな配慮を払う

必要を述べた。２４日（木）トウイッグはロンドンの学校が新しい技術を取り入れ

るなどして前進を遂げていると発表した。／ホッジは児童福祉や家庭支援の機能もも

つ拡大学校extendedschoolsとして６１校の指定を発表した。／クラークとミリバン

ドは学校の財政的な安定を求める計画を説明するためにSTRBで証言を行った。２５

日（金）１９９６年以来７年ぶりとなる中等学校カリキュラム・人事調査の結果が発

表され、学位をもち、自分の専門の教科をもつ教員による授業が増えているものの、

1990年代から続いている数学の教員不足はまだ十分には解決されていないことが明
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らかになった。／ミリバンドはＬＥＡが政府の目指す一人一人の子どもにふさわしい

学習の実現の鍵としての教育現場での労働力の改革に重要な役割を演じると述べた。

/ミリバンド、ルイスと全国校長連合会ＮAHTのハート書記長は教育旅行が重要な

教育的意義をもっておりＬＥＡと教師の強力がその成功のために重要であると述べた。

/OfStedは特別の教育上のニーズをもつ児童生徒の主流の学校での教育が学校の改善

によって利益を受けるとする報告書を発表した。２６日（土）OfStedとALIは基礎

的な技能をもっていない１６～１９歳の青年と成人たちのための教育と訓練が不十分

な施設と不満足な教授によって阻まれていると指摘する報告書を発表した。

１０月１日（木）子どもの保護が子どもに責任を持つすべての省庁にとっての優先事

項であるとホッジ、レデイマン保健副大臣、ブリアズ内務副大臣が強調した。２日

（金）OfStedは都市学習センター、教育改善活動特別区域および卓越性群の取り組み

についての報告書を発表しそれぞれの成果を認めたが、プロジェクト間の結びつきを

強めるべきであり、よりよい点検が必要であると勧告した。３日（土）学校におけ

る反社会的な行動や無断欠席、問題行動と取り組むための新しい権限についてのガイ

ダンスがDfESから発表された。７日（水）ホッジは十代の妊娠への取り組みのた

めの独立助言グループの新しい２人のメンバーを発表した。８日（木）ルイスはこ

れまで困難に直面し成績が低かった学校においてGCSE/GNVQの成績が急速に改善

されたという結果を歓迎した。／ジョンソンは学習・技能部門の指導者のためのカレ

ッジである指導性における卓越性センターの設置に向けての動きを開始すると発表し

た。１３日（火）ホッジは新設される児童弁務官ChildrenosMinisterの選任にあ

たって子どもたちの意見も尊重されると述べた。／都市における卓越性プログラムの

推進に功績のあった１５人がプログラムの担い手として表彰を受けた。１４日（水）

ベルは２００７年までのOfStedの戦略プランを発表した。１６日（金）ＤｆＥＳとウェ

ルカム・トラストは７個所の最初の理科学習センターを発表した。理科の教師と技

術者の専門性開発のための全国的ネットワークづくりの一環である。２０日（火）

ホッジは親が子どもの学習にかかわると言語、計算のスキルがよりよく伸びるという

調査結果を発表した。２１日（火）クラークはロンドンの教師たちの自宅購入を援

助する予算を発表した。２２日（水）ホッジは地方のコミュニティーに総合的なサ

ービスを提供するような拡大学校が子どもたちと地域に利益を与えるとする調査結果

に基づいてこれらの学校の増設を求める声明を発表した。／DfESのノーミントン事務

次官はリーズ大学副総長のアラン・ウィルソン卿を高等教育局長に任命すると発表し
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た。／OfStedは学校が難民の子どもたちを温かく歓迎しているという報告書を発表し

た。２４日（金）トウイッグはエスニック・マイノリテイーの生徒たちの学業成績を

引き上げる政府の施策である「高きを目指す」戦略を発表した。２７日（月）ノー

ミントンはトム・ジェフリーがDfESの初代の児童家庭局長に任命されたと発表した。

３０日（木）教育技能省は成人のリテラシーおよびヌメラシーについての最初の調査

結果を発表し、全体としては改善が見られるもののさらに取り組みを強化する必要が

あると結論付けた。３１日（金）OfStedは上級教員（ASTs）が中等学校の４分の３、

初等学校の３分の２以上で教授と学習の改善に役立っているという報告書を発表し

た。

１１月５日（水）２０１２年までにすべての初等学校児童に第二言語を学ばせるという

政府の計画達成には、初等教員養成課程の学生たちのためのより改善された外国語コ

ースが必要であると結論する報告書をOfStedが発表した。６日（木）ホッジは養子

縁組のための情報提供支援を増強すると発表した。１０日（月）トウイッグはランベ

スのＬＥＡが新しい中等学校の設置をめぐる最初の公開の競争を実施したことを歓迎

し、親や地域の団体の参加を奨励する発言をした。／クラークは教員の給与の安定と

確実さをもたらすための提案を発表した。１１日（火）OfStedは継続教育教員の初発

の養成が不十分であるとの報告書を発表した。／ジョンソンは継続教育カレッジの全

国団体であるＡＯＣの年次大会で継続教育の教員養成を改善するための提案を行った。

/１６歳から２４歳までの若者が出身コミュニティーでボランティア活動を行うことを

奨励するミレニアム・ボランティアが予定よりも６ケ月早く１０万人の参加という目

標に達したことを祝う式典が行われた。１３日（木）クラークはロンドンの水準向

上にもっとも困難を抱えている５個所の自治区に対する新しい取り組みに着手した。

１７日（月）ミリバンドは校長とＬＥＡが財政事務を容易に行う便宜を図る新しいウ

ェブサイトを開設したと発表した。／クラークは試験官の増強をはじめとする試験制

度現代化の次の段階に着手すると発表した。１８日（火）ジョンソンは2002/０３年

度の学生収入・支出調査が学生たちの生活水準が１９９８年以来上昇してきているとい

う結果を示したことを歓迎した。１９日（水）ルイスは関係方面にいじめと取り組

む全国キャンペーンである「効果を生み出す」への参加を呼びかけた。／ルイスは以

後３週間にわたり警察と教育福祉職員のチームが無断欠席者の取り締まりのために

巡回する一掃作戦の最終段階に取り組むと発表した。／ジョンソンは高等教育におけ

る雑用を減らすための作業集団の勧告をすぐに受け入れると発表した。１８日（火）
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OfStedはコネクションズ・パートナーシップをめぐる視察の新しいハンドブックを

発表した。２０日（木）クラークはＯＥＣＤによる教育政策分析が英国の特別な教育

上のニーズをもつ子どもたちに対する包摂的なアプローチを承認していることを歓迎

した。／ベルはフェビアン協会で過去１０年間における都市の学校の改善を回顧する

講演を行った。２４日（月）ミリバンドは水準を引き上げることを目的とした独立学

校と維持学校の協力を拡大するための１００万ポンドの支出を発表した。２６日（水）

OfStedの報告書は現場での経験を重視して教員養成を行うトレーニング・スクール

での実践が教員養成によい影響を及ぼし、スタッフの士気を高めていることを示す報

告書を発表した。

１２月１日（月）OfStedは地方当局によるユース・サービスをめぐる視察の大綱につ

いての協議文書を発表した。９日（火）OfStedは全国リテラシーおよびヌメラシー

戦略が依然として初等学校によい影響を与えているとの報告書を発表し、トウイッグ

はこの報告書を歓迎した。／OfStedは12,000人のトラベラーの子どもたちが学校に

通っていないと推測する報告書を発表した。１０日（水）クラークは幼児教育振興を

目指すシュアスタートの全国大会で演説して、良質の保育が子ども、家庭、コミュニ

ティーの利益にかなうとして、雇用主に対しより多くの保育支援を求めた。１２日

(金)OECD加盟国中１３カ国の高等教育財政に関する比較する文書が公表され、ジョ

ンソンはイギリスの高等教育財政改革の方針が正しいことが確認されたと声明した。

１６日（火）OfStedは学校の全教職員の効果的なリーダーシップが学校改善にとっ

て重要であるとの報告書を発表した。１７日（水）キー・ステージ３を対象とした政

府の基礎学力向上戦略が全面実施初年度を終えての付加価値的な評価の結果、多くの

学校で成功を収めていると発表された。１８日（木）クラークは教員の給与に関する

最終提案を行った。／OfStedによるＬＥＡの教育事業評価の結果、150箇所のうち４２

箇所が三ツ星、６２箇所が二つ星の評価をえて、全体として改善の傾向を見せている

と発表された。／OfStedは大学卒業者を対象とする柔軟な教員養成コースが人気を集

めているある反面、十分にその可能性を延ばしきっていない受講者が少数だが見られ

ることを指摘した。２７日（±）ミリバンドは2004/０５年度にイングランドの教員

養成課程の在籍者が１９８０年代以来最高の数に達すると発表し、政府の教員採用政策

が成功していると述べた。３０日（火）ルイスは学期中に家族旅行に出かけないよう

に親たちに呼びかけた。３１日（水）ホッジは全国的なチャリティーであるペアレン

トライン･プラスを通じて子どもの学習や子育てに関する親の疑問に答えるＥメール．
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サービスを提供すると発表した。

2004年１月７日（水）クラークは最新のテクノロジーにより子どもの才能やニーズ

に合わせて個別化された学習を促すために財政的により自由になるだろと述べた。

８日（木）クラークは議会に高等教育の授業料と財政の改革にかかわる高等教育法案

を提出した。／ミリバンドは恒例のイングランド北部教育会議で各生徒の才能とニー

ズに合わせて個別化された学習を促す方策について概観した。１２日（月）OfStedは

自己評価に強調をおくＬＥＡの新しい視察大綱を発表した。／LEAによる報告は1年前

に締結された仕事量の改革をめぐる全国協定の結果大部分の学校で教師が子どもたち

の教育によりよく取り組めるようになったと示唆し、ミリバンドはこの報告を歓迎し

た。１３日（火）クラークは大多数のＬＥＡが次年度の学校財政を十分に増加させよ

うと決定したことを歓迎した。／OfStedはチャイルド・マインダーの視察結果をウェ

ブ上で公開する新しい計画を発表した。１５日（木）ミリバンドはGCSE/GNVQの結

果の前進を歓迎した。１９日（月）OfStedはハックニーのＬＥＡは改善を遂げている

が、まだまだ前途遼遠であるとの評価を発表した。２１日（水）すべての子どもたち

が安全に泳ぐことを学ぶための取り組みが開始された。２６日（月）OfStedは現役

の教師が資格を改善するために大学院に通う措置が学校改善に役立っているとの報告

書を発表した。２９日（木）ミリバンドは新たに２３８校がスペシャリスト・スクー

ルの地位を得たので、合計が1,686校となり、中等学校全体の５４％を占めるに至っ

たと発表した。

２月４日（水）OfStedの年次報告書が発表された。ミリバンドはこの報告書は政府

による個々の生徒の適性に応じてその可能性を伸ばし、水準を引き上げる戦略を支

持するものだと歓迎した。／トウイッグは新たに教員養成機構が行っている初等学校

外国語初発教員養成計画をスペイン語とドイツ語に拡大し、スペイン、ドイツから試

補教員を招いて初等学校における外国語学習の機会を増やす計画を歓迎した。６日

（金）OfStedは秋の学期に学校改善のための特別措置を受けている学校の数を発表し

た。１０日（火）OfStedは学校の視察期間の短縮や学校の負担軽減を盛り込んだ、視

察の見直し作業に着手すると発表した。／ブリティッシュ・カウンシルがＤｆＥＳのた

めに開発したグローバル・ゲートウエーを通じて学校が海外との結びつきを強化でき

るとクラークは発表した。１１日（水）クラークは特別な教育的ニーズをもつ子ど

もたちの教育を改善するための新しい働きかけである「達成のための生涯の除去」を
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発表した。１２日（木）ブレアとミリバンドはイングランドの中等学校の再建・改修

のための政府の学校建築プロジェクトを１４のＬＥＡで展開すると発表した。１３日

（金）OfStedは職業教育と訓練においてイングランドはデンマーク、オランダ、サウ

スウェールズ州（オーストラリア）から学ぶべき多くの教訓があるとの報告書を発表

した。１７日（火）１４～１９歳の教育をめぐるトムリンソンの作業グループの中

間報告書が発表され、ミリバンドは政府の水準向上を目指す政策項目の次の部分とし

て歓迎する発言をした。２０日（金）特別な教育上のニーズをもつ児童生徒のため

の目標設定は学校改善の不可欠の部分であるとOfStedは述べた。２４日（火）GCSE／

GNVQの結果がすべてのエスニック集団において改善されたとトウイッグが発表し

た。２７日（金）この日から、２００３年反社会的行為法が施行され、無断欠席や問題

行動への取り組みが強化されることになった。／ホッジは新しい保育定員の創出と幼

児教育における前進が会計検査院によって歓迎されたと発表した。ホッジは新しい保

育定員の創出と幼児教育における前進が会計検査院によって歓迎されたと発表した。

３月３日（水）ミリバンドは音楽の祭典である「生活のための音楽」で音楽はより高

い水準を達成する働きかけの中心であると演説した。４日（木）クラークは新しい

児童法案による子どもの生活の変化を説明した。／テルフオードで開かれた青年スポ

ーツ・トラストの会合で学校スポーツ・パートナーシップの結果としてより多くの生

徒たちが体育とスポーツに参加しているという調査結果が報告された。５日（金）

クラークはＱＣＡの議長にアンソニー・グリーナー卿を任命すると発表した。／OfSted

はこの日から子どもの保育をめぐる不満をもつ親に対する情報提供サービスをはじめ

た。／独立学校視学団はその視察の方法を改善しつづけているとOfStedは認めた。

８日（月）国際婦人デーを記念する集会でベルは、学校では女子の方が成績優秀であ

るが、この成功が専門的な職歴に反映されていないと述べた。１６日（火）クラー

クは優れた教師を対象とする新しい給与の制度を導入する提案を発表した。／OfSted

は児童生徒のスピリチュアル、道徳的、社会的、文化的発達に関する学校のための新

しいガイダンスを発表した。１９日（金）ホッジと家庭司法副大臣のフイルキン卿

は離婚・別居後の親と子どもの接触にあたっては子どもの利益が最優先されるべきで

あると述べた。２２日（月）OfStedは政府のキー・ステージ３を対象とする全国戦

略が中等教育の質を向上させているという報告書を発表した。ミリバンドはこの報告

書を歓迎し、今後の取り組みについて説明した。２９日（月）OfStedは職業Ａレベ

ルが人気もないし、よく工夫もされていないとの評価を明らかにした。／クラークは
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教員養成の拠点として模範的な実践を行うトレーニング・スクールに１１校の初等学

校と６５校の中等学校を指定した。３１日（水）OfStedは包摂的なコミュニティー

を作り出す学校においてエスニック・マイノリティーの生徒たちがもっとも成功を収

めるという報告書を発表した。

４月１日（木）ホッジは予定よりも６ケ月早くあらゆる３歳児が無償でパートタイム

の教育の場を得ることができるようになったと発表した。５日（月）学校の建物と

施設の更新と再建設を目的とする非省庁型の公共団体である「学校のためのパート

ナーシップ」が公式に活動を開始した。／QCAはその補助的な機関として全国評価機

構theNationalAssessmentAgency(NAA)を発足させると発表した。ナショナル・カ

リキュラム・テストの実施に責任をもち試験制度の現代化をリードすることを使命と

するものである。７日（水）トウイッグは教員組合であるＡＴＬのボーンマスで開か

れた大会で演説し、教師と親の連携を推進し、あらゆる児童生徒がその適性、行動お

よび成績に応じて個別的な指導を受けることができるように支援を行うとのべた。

１９日（月）ホッジは子どもにかかわるサービスのなかでの雑用を減らすことに取り

組むとのべた。２１日（水）ベルは下院で1944年教育法成立６０周年を記念する

演説を行い、集団礼拝をめぐる現在の規定を修正する必要があるとの発言を行った。

２６日（月）ＱＣＡは宗教教育についての法的な強制力をもたない全国的な枠組み作

成のための協議を開始すると発表した。２９日（木）クラークは２００４年のイング

ランド学校職員速報の結果を受けて、教員の数が427,800人に達し、１９８１年以来

最高を記録したと発表した。／大学・カレッジ入学サービスＵCASは３月２４日まで

にＵＫの大学とカレッジのフルタイムの学部課程に応募した学生の数が４０万６千人

を越え、前年度の同じ時期よりも1万２千人以上増加したと発表した。３０日（金）

クラークは学校教員給与評価にかかわる最新の報告書に基づいて給与制度の改革への

次の一歩を踏み出すと発表した。

５月３日（月）ミリバンドはもっと多くの学校が試験の準備のために個々の生徒に合

わせたアプローチを採用すべきだと要求した。５日（水）OfStedは政府の柔軟‘性

増進プログラム（IFP）の結果キー・ステージ４における職業的なコースを選択する

生徒が増えていると発表した。７日（金）OfStedはバングラデシュ系のティーン

エイジャーが注意深い支援によって成績を改善した経験をまとめた報告書を発表し

た。１０日（月）クラークは新しく開始される「ヤング・アプレンテイスシップ」の
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下で若者の就職機会が広がるだろうと述べた。ホッジは「親たちを支援する」新しい

事業によって多くの家族が利益を得ると述べた。１４日（金）OfStedは学校で使われ

ているICT資料が記録的な水準に達し、スタッフのICTの能力も劇的に上昇してい

るとの報告書を発表した。１７日（±）全国成人継続教育研究所ＮIACEは労働党が

政権について以後、予算が増加したにもかかわらず、成人学習者の持続的な増加傾向

は見られないとの調査結果を発表した。１８日（日）OfStedは２００３年夏に全国英才

青年アカデミーによって行われた夏季学校プログラムが成功であったという報告書を

発表した。／NAAは今年度からすべての試験官とテスト採点者が報酬の増額を得るだ

ろうと発表した。１９日（水）アシュトンはもっと多くの学校がコミュニティーに対

しサービスを行うよう求めた。／OfStedは初等教育の基礎段階についての評価『受け

入れ学年から１学年へ：ＨＭＩによる評価』を発表し、一部の５歳児が１学年での本

格的な教育への移行について困難を抱えていると指摘した。／下院の公共会計特別委

員会でのノーミントンは学校生徒の３分の２が資格をもたない教師による職業指導

を受けていることを認めた。２０日（木）高等教育統計機構はＵＫでは２００１年以来

エスニック・マイノリティーの学生が増えており全体の１４．７パーセントに達してい

ると発表した。／NAHTは14-19歳の教育をめぐるトムリンソンの中間報告を全体と

して歓迎しながら、２種類の修了証書を与える提案には疑問を投げかけるなどの内容

をもつ回答を発表した。２７日（木）ルイスはDfESが発表した統計によれば無断欠

席が減少していることを示したことについて正常化の表れとのコメントを発表した。

２８日（金）ミリバンドは学校支援スタッフのための新しい資格が開発されている

ことを歓迎した。

以上、特に記さない限り、イングランドに関する教育の動きである。主として教育技能

省DepartmentfbrEducationandSkillｓ(http://www､dfesgov､uk/pns/)および教育水準局

OfncefbrStandardsinEducation(http://www､ofSted,gov.uk/news/)のプレス・リリース

を使用して作成した。２００３年は高等教育に関するロビンズ報告の発表４０年、２００４年は

1944年（バトラー）教育法成立６０年の記念の年でもあり、上記のほかの資料源からも

多くの情報を収集したものの活用しきれなかったのが残念である。

佐々木毅（国立教育政策研究所）作成
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